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国
文
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開
館
特
別
展
示
目
録

１
国
学
者
自
筆
稿
本
と
奈
良
絵
本
を
中
心
と
し
て
Ｉ
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資
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担
執
筆
し
ま
し
た
。

当
館
は
こ
れ
ら
の
全
資
料
の
マ
イ
ク
ロ
化
を
は
か
り
わ
が
国
の
文
化
財
の
保
護
に
あ
た
る
と
共
に
こ
れ
を
利

用
者
に
開
放
し
、
祖
先
の
文
化
遺
産
を
後
代
に
伝
え
る
よ
う
努
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

今
回
、
開
館
特
別
展
示
と
し
て
国
学
者
自
筆
稿
本
と
奈
良
絵
本
ま
た
当
館
の
貴
重
書
中
か
ら
一
三
の
資
料
を

選
ん
で
第
一
回
の
展
示
会
を
試
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
．

展
示
会
は
一
般
公
開
と
し
、
当
館
の
諸
活
動
の
一
環
と
し
て
今
後
と
も
継
続
し
て
行
い
ま
す
。
な
お
国
学
者

自
筆
稿
本
は
国
立
教
育
研
究
所
か
ら
当
館
に
移
管
さ
れ
た
も
の
を
主
と
し
、
奈
良
絵
本
は
当
館
所
蔵
な
ら
び
に

東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
よ
り
の
出
品
で
す
。
解
説
は
当
館
展
示
委
員
会
委
員
長
大
久
保
正
以
下
各
教
官
が
分

い
ま
す
。
ま
た
現
存
す
る
資
料
も
各
地
」

こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

当
館
の
事
業
の
中
心
は
現
在
残
っ
て
い
る
明
治
以
前
の
日
本
古
典
籍
の
す
べ
て
を
国
内
は
も
ち
ろ
ん
海
外
に

ま
で
及
ん
で
調
査
し
、
所
蔵
者
の
許
可
あ
る
も
の
を
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
撮
影
し
、
ひ
ろ
く
研
究
者
な
ら
び

に
古
典
を
愛
好
す
る
人
々
の
閲
覧
に
供
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

私
達
の
祖
先
の
心
を
表
現
し
た
貴
重
な
文
献
資
料
は
火
災
や
水
害
、
虫
害
に
よ
っ
て
年
々
そ
の
数
を
減
じ
て

い
ま
す
。
ま
た
現
存
す
る
資
料
も
各
地
に
散
在
し
て
い
て
、
そ
の
全
体
を
展
望
し
、
必
要
な
資
料
を
閲
覧
す
る

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

国
文
学
研
究
資
料
館
は
わ
が
国
で
は
じ
め
て
設
立
さ
れ
た
日
本
古
典
の
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
で
す
。
多
く
の

方
々
か
ら
開
館
の
日
を
待
望
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
般
よ
う
や
く
当
館
の
施
設
を
公
開
し
利
用
し
て
い
た
だ

昭
和
五
十
二
年
七
月
二
十
五
日

国
文
学
研
究
資
料
館



３
度
会
（
久
志
本
）
常
彰
酎
加
副
職
自
筆
稿
本
六
巻
六
冊

２
度
会
（
久
志
本
）
常
彰
和
国
魂
自
筆
稿
本
三
巻
三
冊

１
今
井
似
閑
書
置
之
事
自
筆
一
巻

今
井
似
閑
二
六
五
七
’
一
七
一
三
）
は
、
一
二
手
文
庫
本
大
黒
屋
本
の
集
書
家
で
、
契
沖
の
弟
子
で
あ
る
。
彼
の
文
事
を
支
え
た
の
は
、
京

都
代
々
の
両
替
商
大
黒
屋
の
富
で
あ
っ
た
。
長
兄
次
兄
の
頃
か
ら
傾
い
た
家
運
を
盛
り
返
え
し
た
彼
は
、
四
十
歳
前
に
隠
退
、
六
十
七
歳
で
没

す
る
ま
で
、
古
典
研
究
を
専
ら
と
し
た
。
こ
の
一
巻
は
、
死
圭
一
年
前
に
書
か
れ
、
善
四
郎
、
お
俊
、
太
郎
右
衛
門
に
与
え
た
も
の
で
あ
る
。

円
徳
以
来
の
家
名
相
続
が
彼
に
と
っ
て
も
っ
と
も
大
き
な
関
心
事
で
あ
っ
た
。
文
中
、
古
典
学
に
関
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
。
こ
の

書
置
は
九
月
八
日
の
日
付
で
あ
る
が
、
先
立
つ
こ
と
二
ヶ
月
、
七
月
廿
日
上
賀
茂
神
社
へ
蔵
書
を
奉
納
し
て
い
る
。
六
十
五
歳
の
似
閑
は
、
命

終
の
近
き
を
覚
悟
し
て
、
文
事
に
も
俗
事
に
も
き
ま
り
を
つ
け
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

度
会
常
彰
は
、
伊
勢
国
豊
受
大
神
宮
の
祢
宜
で
、
神
道
学
者
で
あ
っ
た
。
著
述
は
極
め
て
多
い
。
延
享
五
二
七
四
八
）
年
自
序
の
本
書
は

自
著
『
和
国
魂
』
を
享
け
、
日
本
の
古
習
俗
、
故
事
等
の
由
来
を
古
書
に
求
め
た
も
の
、
世
事
習
俗
の
百
般
に
そ
の
目
は
及
ん
で
、
お
よ
そ
二
一

『
日
本
国
風
』
の
著
者
度
会
常
彰
（
ニ
ハ
七
五
～
一
七
五
一
）
の
著
、
享
保
二
十
一
二
七
三
宍
）
年
自
序
。
こ
の
序
文
の
文
章
は
、
ほ
と

ん
ど
そ
の
ま
ま
に
『
日
本
国
風
』
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
き
わ
め
て
明
確
な
国
家
意
識
の
宣
揚
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
本
書
は
単

純
に
『
日
本
国
風
』
の
準
備
稿
な
い
し
草
稿
本
と
は
い
え
な
い
。
『
国
風
』
が
日
本
百
科
の
観
が
あ
る
こ
と
に
対
し
て
、
本
書
は
、
問
題
を
神

道
と
そ
の
周
辺
に
絞
っ
て
い
る
。
そ
の
点
、
神
道
学
者
と
し
て
の
著
者
の
思
想
は
、
本
書
に
、
よ
り
明
瞭
に
み
ら
れ
る
と
い
い
え
よ
う
。

第
一
国
学
者
自
筆
稿
本
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百
四
十
項
、
早
い
日
本
論
と
も
い
う
べ
き
で
あ

４
市
左
衛
門
宛
賀
茂
真
淵
書
簡
自
筆
一
巻

賀
茂
真
淵
二
六
九
七
～
一
七
六
九
）
か
ら

賀
茂
真
淵
（
ニ
ハ
九
七
～
一
七
六
九
）
か
ら

早
い
日
本
論
と
も
い
う
べ
き
で
あ

５
本
居
宣
長
十
六
番
歌
合
判
詞

６
荒
木
田
離
蹴
宛
本
居
宣
長
書
簡
自
筆
一
巻

本
居
宣
長
（
一
七
三
○
’
一
八
○
二
が
、
安 真

淵
の
実
子
で
、
浜
松
宿
の
脇
本
陣
梅
谷
家
を
継
い
だ
市
左
衛
門
真
滋
に
あ
て
た
も
の
。
年
代

未
詳
。
親
族
の
安
否
や
自
分
の
健
康
の
こ
と
を
記
し
、
歳
暮
の
心
配
り
な
ど
を
こ
ま
ご
ま
と
書
き
、
肉
親
へ
の
こ
ま
や
か
な
情
が
あ
ふ
れ
て
い

て
、
真
淵
の
私
生
活
の
一
端
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
文
中
の
「
小
次
郎
様
」
と
は
田
安
宗
武
の
世
子
。
「
御
用
甚
重
り
」
と
い
う
の
も
田

安
家
御
用
の
こ
と
で
あ
ろ
う
．
宝
暦
十
三
年
正
月
十
七
日
付
書
簡
と
内
容
が
似
て
い
る
。

え
脅
陛
ｔ

本
居
宣
長
二
七
三
○
’
一
八
○
一
）
は
伊
勢
国
松
坂
の
人
で
、
国
学
の
大
成
者
と
し
て
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
。
和
歌
・
歌
学
を
国
学

の
階
梯
と
し
て
重
ん
じ
、
歌
合
の
判
詞
も
多
く
伝
わ
る
が
、
本
書
は
門
人
の
示
し
た
十
六
番
の
歌
合
に
、
自
筆
の
判
詞
を
別
に
書
記
し
て
贈
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
、
も
と
半
紙
判
の
楮
紙
に
記
さ
れ
て
あ
っ
た
も
の
を
美
濃
紙
の
台
紙
に
貼
り
、
改
装
し
た
も
の
で
あ
る
。
奥
に
「
此
歌
合
巻
、

よ
き
歌
共
お
ほ
く
見
え
候
て
、
い
と
う
れ
し
く
候
也
。
古
人
の
入
候
故
歎
。
も
し
今
の
人
々
の
歌
に
て
も
候
は
ず
、
御
稽
古
の
御
た
ゆ
み
候
は

い
し
る
し
と
お
ぼ
え
候
て
、
愚
老
も
殊
に
よ
ろ
こ
び
候
事
也
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
歌
合
本
文
に
作
者
は
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の

の
如
く
、
宣
長
も
古
人
の
作
か
、
今
人
の
作
か
判
断
し
か
ね
た
よ
う
で
あ
る
。
判
詞
の
み
で
歌
合
の
歌
詞
が
伝
わ
ら
な
い
の
は
遺
憾
で
あ
る
が
、

宣
長
が
判
詞
の
み
を
別
冊
に
記
し
た
も
の
は
他
に
例
が
無
く
、
珍
し
い
資
料
で
あ
る
。
奥
に
、
「
此
書
明
治
廿
八
年
士
一
月
三
十
日
本
居
秋
屋

あ
き
の
や
と
よ
か
い

先
生
所
恵
送
也
一
と
あ
る
が
、
秋
屋
は
本
居
豊
頴
二
八
三
四
’
一
九
一
三
）
の
号
で
、
本
居
大
平
の
家
系
に
伝
来
し
た
も
の
で
あ
る
。
或
い

あ
き
の
や
と
よ
か
い

先
生
所
恵
送
也
」
と
あ
る
が
、
秋
屋
は
本
居
豊
頴
二
八
三
四
ｌ

は
、
宣
長
が
大
平
に
書
贈
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
と
も
思
わ
れ
る
。

ひ
さ
か
た

本
居
宣
長
（
一
七
三
○
’
一
八
○
二
が
、
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
七
月
三
日
、
伊
勢
内
宮
の
神
官
荒
木
田
尚
賢
に
宛
て
て
出
し
た
書
簡

で
あ
る
。
尚
賢
は
同
国
津
の
神
道
家
谷
川
士
清
の
門
に
学
び
、
そ
の
女
婿
と
な
っ
た
人
。
賀
茂
真
淵
の
教
を
受
け
た
こ
と
も
あ
り
、
宣
長
と
親

ろ
う
。
引
用
書
は
古
今
に
わ
た
っ
て
い
る
。

自
筆
稿
本
一
冊
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挙
し
た
覚
書
と
も
い
う
べ
き
未
定
の
稿
本
で
、

９
富
士
谷
御
杖
開
国
論
自
筆
稿
本
一
冊

8 ７
稲
葉
通
邦
神
厭
秘
抄
手
写
本
一
冊

本
居
官
一
長
と
並
ぶ
江
戸
時
代
の
国
語
学
者
富
士
谷
成
章
の
子
で
、
宣
長
を
批
判
し
、
独
自
な
言
雛
説
に
よ
り
古
典
を
解
釈
し
て
『
古
事
記
燈
』

『
万
葉
集
燈
』
を
著
わ
し
た
富
士
谷
御
杖
が
、
神
典
に
も
と
づ
く
処
世
の
方
途
を
論
じ
た
未
定
稿
の
自
筆
稿
本
。
開
国
と
は
、
神
典
の
教
に
眼

を
開
い
て
、
「
職
射
」
の
道
理
に
よ
り
世
に
処
す
る
こ
と
で
あ
る
と
御
杖
は
説
く
。
昭
和
十
一
年
刊
『
富
士
谷
御
杖
集
』
第
二
巻
に
翻
刻
さ
れ

た
も
の
の
原
本
。

な
り
あ
糞
易

富
士
谷
御
杖
（
一
七
六
八
’
一
八
一
三
）
は
国
語
学
者
富
士
谷
成
章
の
子
で
、
父
の
語
学
説
を
承
け
、
家
学
を
相
承
し
つ
つ
、
伯
父
の
儒
学

生
ご
・
え
ん

者
皆
川
棋
園
の
学
風
の
影
響
を
も
受
け
て
独
自
の
歌
学
説
を
形
成
し
た
国
学
者
で
語
学
的
研
究
は
そ
の
学
問
の
出
発
点
を
な
し
て
い
る
。
本

書
の
成
立
年
代
は
不
明
で
あ
り
、
御
杖
の
署
名
も
な
い
が
、
御
杖
の
自
筆
で
あ
る
。
脚
結
（
助
詞
の
類
）
の
用
例
で
通
常
と
異
な
る
例
歌
を
列

挙
し
た
覚
書
と
も
い
う
べ
き
未
定
の
稿
本
で
、
『
脚
結
抄
翼
』
と
同
様
、
初
期
の
稿
と
思
わ
れ
る
。

須
真
福
寺
所
蔵
の
将
門
記
（
現
国
宝
）
を
発
見
し

一
月
に
み
ず
か
ら
影
写
し
た
一
冊
で
、
巻
末
に
考

あ
ゆ
い
へ
ん
れ
い

富
士
谷
御
杖
脚
結
変
例
自
筆
稿
本
一
冊

稲
葉
通
邦
（
一
七
四
四
’
一
八
○
二
は
尾
張
藩
士
。
武
技
・
礼
法
を
学
び
、
律
令
の
学
に
精
し
か
つ
だ
が
、
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
に

は
本
居
宣
長
に
入
門
し
て
い
る
。
河
村
秀
根
と
共
に
尾
張
敬
公
の
編
に
成
る
『
神
祇
宝
典
』
『
類
聚
六
国
史
』
の
校
合
に
従
事
し
た
ほ
か
、
大

須
真
福
寺
所
蔵
の
将
門
記
（
現
国
宝
）
を
発
見
し
た
人
と
し
て
も
有
名
で
あ
る
。
本
書
も
真
福
寺
所
蔵
の
古
巻
を
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
十

一
月
に
み
ず
か
ら
影
写
し
た
一
冊
で
、
巻
末
に
考
証
が
記
さ
れ
て
い
る
。

和
五
十
年
三
月
刊
）
に
詳
細
で
あ
る
。

交
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
書
簡
の
執
筆
時
は
ま
だ
鈴
屋
に
入
門
は
し
て
い
ず
、
入
門
し
た
の
は
天
明
七
年
二
七
八
七
）
に
至
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

本
書
簡
は
長
文
で
、
古
語
の
考
証
そ
の
他
学
問
的
内
容
に
富
み
、
宣
長
と
尚
賢
の
交
渉
を
見
る
上
に
も
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
文
学
も
典

型
的
な
宣
長
の
字
体
で
町
寧
に
記
さ
れ
て
お
り
、
保
存
も
良
好
で
あ
る
。
釈
文
、
及
び
そ
の
内
容
に
つ
い
て
の
考
証
は
、
本
館
紀
要
第
一
号
（
昭
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あ
ゆ
い
し
よ
う
よ
く

冊
富
士
谷
御
杖
脚
結
抄
翼
自
筆
稿
本
二
巻
一
冊

Ⅱ
富
士
谷
御
杖
百
人
一
首
燈
自
筆
稿
本
一
冊

富
士
谷
御
杖
が
独
自
な
歌
学
説
の
立
場
か
ら
著
し
た
百
人
一
首
の
注
釈
で
、
「
お
ほ
む
ね
」
と
歌
の
釈
義
と
か
ら
成
る
が
、
語
句
そ
の
も
の

の
注
釈
は
極
め
て
少
く
、
歌
の
傍
に
僅
言
を
添
え
た
程
度
で
、
も
っ
ぱ
ら
歌
の
詠
ま
れ
た
環
境
や
事
情
を
解
明
し
、
著
者
独
自
の
表
現
論
を
主

張
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
い
る
。
文
化
元
年
二
八
○
四
）
刊
本
の
原
本
で
あ
る
が
、
「
お
ほ
む
ね
」
を
欠
き
、
第
八
十
一
の
後
徳
大
寺
左

大
臣
の
歌
ま
で
し
か
存
し
な
い
。
本
文
も
刊
本
と
は
相
違
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
刊
本
に
至
る
学
問
体
系
の
進
展
が
窺
わ
れ
る
。
昭
和
十
二
年

大
臣
の
歌
ま
で
し
か
存
し
な
い
。
本
一

旭
富
士
谷
御
杖
神
典
挙
要
自
筆
稿
本
一
冊

富
士
谷
御
杖
が
本
居
宣
長
の
『
古
事
記
伝
』
に
対
抗
し
て
著
し
た
『
古
事
記
燈
』
の
外
篇
と
言
う
べ
き
書
の
一
つ
。
『
古
事
記
燈
』
の
稿
本

中
も
っ
と
も
遅
く
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
『
古
事
記
燈
神
典
』
（
文
化
十
四
・
一
八
一
七
年
起
筆
）
と
同
じ
く
「
中
臣
御
杖
著
凶
と
署
名
し
て
お

り
、
こ
れ
と
前
後
し
て
成
っ
た
書
か
。
は
じ
め
に
神
典
に
示
さ
れ
た
神
道
の
大
意
を
概
説
し
、
以
下
古
事
記
国
生
み
の
各
条
を
挙
げ
て
そ
の
要

旨
を
説
く
。
未
定
の
草
稿
本
で
あ
る
が
、
御
杖
晩
年
の
作
業
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。
昭
和
十
二
年
刊
『
富
士
谷
御
杖
集
』
所
収
。

刊
『
富
士
谷
御
杖
集
』
第
二
巻
所
収
。

説
す
る
。

と
し
て
、

結
抄
翼
」

十
五
年
刊

『
脚
結
抄
』
は
父
の
成
章
の
名
著
で
、
書
名
は
『
脚
結
抄
』
の
補
翼
の
意
を
表
す
。
脚
結
抄
の
巻
一
及
び
巻
二
の
初
め
数
条
の
注
解
の
稿
を
一

冊
に
綴
じ
た
も
の
。
ま
ず
各
条
の
脚
結
の
意
味
・
用
法
を
概
説
し
、
次
に
『
脚
結
抄
』
に
掲
げ
る
例
歌
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
そ
の
意
味
を
解

説
す
る
。
御
杖
二
十
七
歳
の
寛
政
六
年
二
七
九
四
）
前
後
の
稿
と
推
定
さ
れ
、
御
杖
の
歌
学
説
成
立
以
前
の
脚
結
研
究
の
一
端
を
示
す
も
の

と
し
て
、
御
杖
の
学
説
の
展
開
を
考
察
す
る
上
に
、
重
要
な
意
義
を
も
つ
。
表
紙
に
は
、
「
脚
結
翼
草
稿
」
と
墨
書
す
る
が
、
内
題
に
は
「
脚

結
抄
翼
」
と
あ
り
、
「
北
辺
二
世
富
士
谷
成
寿
述
」
の
署
名
力
あ
る
。
第
二
巻
は
書
き
さ
し
の
ま
ま
と
な
っ
て
お
り
、
未
定
稿
で
あ
る
。
昭
和

『
富
士
谷
御
杖
集
』
第
五
巻
所
収
。

と
も
し
び

4
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に
「
二
階
廼
屋
蔵
書
之
印
」
の
印
記
が
あ
る
。
「
二
階
廼
屋

も
と
な
お
こ
う
ざ
ん
こ
し
ょ
う
し
き
一

脚
成
島
司
直
晃
山
雇
従
私
記
自
筆
稿
本
一
冊

渦
新
庄
道
雄
呈
織
郷
靴
孵
鐡
自
筆
稿
本
一
冊

聖
徳
太
子
の
撰
と
伝
え
る
旧
事
記
（
先
代
旧
事
本
紀
）
が
平
安
朝
の
偽
撰
で
あ
る
こ
と
は
、
江
戸
時
代
す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、

今
日
の
常
識
で
あ
る
が
、
守
部
は
本
書
の
原
形
は
奈
良
朝
末
に
、
神
祇
に
あ
ず
か
る
何
人
か
が
諸
家
の
古
記
録
の
残
篇
を
集
録
し
た
も
の
で
、
４
勢
③

そ
れ
を
平
安
朝
に
補
綴
し
、
聖
徳
太
子
撰
の
旧
事
本
紀
と
誇
称
す
る
に
至
っ
た
も
の
が
現
存
流
布
の
本
で
あ
る
と
し
、
流
布
本
の
本
文
を
諦
い

橘
守
部
二
七
八
一
’
一
八
四
九
）
は
伊
勢
国
に
生
れ
、
十
七
歳
で
江
戸
に
出
、
ほ
と
ん
ど
独
学
で
一
家
を
成
し
た
特
異
な
国
学
者
で
、
本

居
宣
長
の
説
に
対
抗
し
た
。
本
書
は
、
古
来
の
神
々
の
霊
威
を
諸
書
か
ら
抜
粋
し
、
こ
れ
を
類
別
し
て
、
霊
異
に
つ
い
て
の
見
解
を
記
し
た
も

の
で
、
守
部
の
神
秘
観
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
天
保
十
四
年
二
八
四
三
の
自
序
が
あ
り
、
こ
の
頃
の
成
稿
と
思
わ
れ
る
。
守
部
の
文
庫

「
椎
本
文
庫
」
の
印
記
が
あ
り
、
自
筆
原
本
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
大
正
十
年
刊
『
橘
守
部
全
集
』
第
六
巻
所
収
。

ｗ
で
、
守
部
の
神
秘
観
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
椎
本
文
庫
」
の
印
記
が
あ
り
、
自
筆
原
本
と

成
島
司
直
（
一
七
七
八
～
一
八
室
一
）
の
著
・
成
島
家
は
代
々
の
幕
臣
、
儒
者
で
あ
っ
た
。
和
漢
の
典
籍
に
通
じ
、
将
軍
家
慶
の
寵
遇
を
受

け
、
し
き
り
に
栄
達
、
諸
大
夫
図
書
頭
と
な
っ
た
。
文
化
六
年
『
御
実
記
』
（
『
徳
川
実
記
』
）
の
編
纂
を
命
じ
ら
れ
、
司
直
の
家
を
そ
の
事

業
所
と
し
、
よ
く
努
め
て
嘉
永
一
一
年
二
八
四
九
）
成
立
し
た
。
林
述
斎
は
そ
の
総
裁
で
あ
っ
た
。
本
書
は
天
保
十
四
年
二
八
四
一
三
将
軍

家
慶
の
日
光
参
拝
の
供
奉
記
録
で
達
意
の
和
文
で
綴
ら
れ
て
い
る
。
序
者
は
林
銑
で
あ
る
。

れ
ｇ
ち
ょ
う
し
ん
い
れ

か
や
ぞ
の

新
庄
道
雄
二
七
七
六
’
一
八
三
五
）
は
駿
河
国
府
中
の
人
で
、
平
田
篤
胤
門
の
逸
材
。
栢
園
（
苑
）
と
号
し
た
。
本
書
は
そ
の
随
筆
で
、

伊
藤
東
涯
の
随
筆
『
猶
軒
小
録
』
に
倣
っ
た
題
名
を
付
し
、
§
み
ず
か
ら
見
聞
し
た
さ
ま
ざ
ま
の
事
柄
を
四
十
六
項
に
分
類
し
て
記
し
た
も
の
。

表
紙
に
「
天
保
四
年
八
月
廿
八
日
稿
成
」
と
あ
り
、
晩
年
五
十
八
歳
の
秋
に
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。
表
紙
に
「
栢
苑
漫
筆
一
」
と
あ
り
、
巻
首

に
「
二
階
廼
屋
蔵
書
之
印
」
の
印
記
が
あ
る
。
「
二
階
廼
屋
」
は
道
雄
の
家
号
で
あ
る
。

く
じ
き
な
お
ぴ

橘
守
部
旧
事
記
直
日
自
筆
稿
本
六
冊

い

橘
守
部
歴
朝
神
異
例
自
筆
稿
本
七
冊
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ん
だ
。
学
風
は
着
実
で
、
考
証
に
長
じ
て
い
た
。

の
文
政
元
年
Ｉ
（
文
化
十
五
・
一
八
一
八
）
に

旧
五
十
嵐
篤
好
〔
雑
著
〕
自
筆
稿
本
一
冊

五
十
嵐
篤
好
二
七
九
三
’
一
八
六
二
健

方
の
国
学
者
と
し
て
重
き
を
成
し
、
金
沢
で
没
。

書
は
表
紙
に
「
杜
鵤
花
園
叢
書
第
二
十
八
～
第
一

だ
い
じ
よ
う
え
し
だ
い

肥
山
川
正
宣
文
政
大
嘗
会
次
第
自
筆
稿
本
一
冊

山
川
正
宣
二
七
九
○
～
一
八
六
三
）
は
、
摂
津
国

山
川
正
宣
二
七
九
○
～
一
八
六
三
）
は
、
摂
津
国

〃
福
田
美
楯
詠
草
集
自
筆
稿
本
二
十
三
冊

分
け
て
、
奈
良
朝
撰
の
原
本
を
復
元
し
よ
う
と
試
み
た
も
の
で
、
こ
こ
に
も
旧
事
記
の
偽
書
で
あ
る
こ
と
を
力
説
し
た
本
居
宣
長
へ
の
対
抗
意

識
が
窺
わ
れ
る
。
苦
心
の
作
で
は
あ
る
が
、
そ
の
試
み
は
成
功
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
本
書
は
「
椎
本
文
庫
」
の
印
記
を
有
し
、
守
部
自

筆
の
清
書
本
と
し
て
、
定
本
と
す
る
に
足
り
る
。
序
に
よ
れ
ば
守
部
六
十
七
歳
の
弘
化
四
年
二
八
四
七
）
の
成
稿
で
あ
る
。

と
な
み

五
十
嵐
篤
好
二
七
九
三
’
一
八
六
二
は
越
中
国
礪
波
郡
内
島
村
の
人
で
、
三
十
歳
で
富
士
谷
御
杖
に
入
門
、
師
の
言
霊
説
を
承
け
て
地

方
の
国
学
者
と
し
て
重
き
を
成
し
、
金
沢
で
没
し
た
。
『
湯
津
爪
櫛
』
『
伊
勢
物
語
披
雲
』
『
蜻
蛉
日
記
解
環
旅
寝
』
な
ど
著
述
も
多
い
。
本

書
は
表
紙
に
「
杜
鵲
花
園
叢
書
第
二
十
八
～
第
三
十
七
集
」
と
あ
り
、
杜
鵤
花
園
は
篤
好
の
号
で
、
雑
録
を
集
め
た
一
冊
。
「
歌
占
考
」
「
西

籍
概
論
を
読
む
」
な
ど
、
自
ら
の
執
筆
に
か
か
る
数
篇
の
ほ
か
、
「
鈴
屋
集
」
「
詞
の
玉
の
緒
」
等
、
篤
好
の
抄
録
に
か
か
る
も
の
も
多
い
。

（
大
阪
府
）
池
田
の
人
、
代
々
の
酒
造
家
で
あ
っ
た
が
、
賀
茂
季
鷹
に
古
典
の
学
を
学

ん
だ
。
学
風
は
着
実
で
、
考
証
に
長
じ
て
い
た
。
『
山
陵
考
略
』
『
姫
島
考
』
『
山
川
正
宣
家
集
』
等
の
著
述
が
あ
る
。
本
書
は
、
仁
孝
天
皇

の
文
政
元
年
Ｉ
（
文
化
十
五
・
一
八
一
八
）
に
挙
行
さ
れ
た
大
嘗
会
の
次
第
の
忠
実
な
記
録
で
あ
る
。

福
田
美
楯
二
七
八
九
’
一
八
五
○
）
は
富
士
谷
御
杖
（
一
七
六
八
’
一
八
一
三
）
の
子
．
韓
割
と
号
し
、
家
学
を
承
け
て
門
人
に
講
説
し

た
。
本
書
は
そ
の
自
筆
詠
草
で
、
外
題
に
「
詠
草
」
「
詠
藻
」
と
自
筆
で
墨
書
し
、
あ
わ
せ
て
冊
ご
と
に
干
支
・
年
号
を
記
す
が
、
第
二
十
三

冊
は
飛
鳥
井
家
出
題
の
組
題
詠
草
で
あ
る
．
三
十
九
歳
よ
り
六
十
二
歳
（
没
年
）
に
至
る
二
十
四
年
間
の
詠
草
の
大
部
分
を
伝
え
貴
重
で
あ
る

が
、
詠
風
は
型
の
如
き
堂
上
風
で
、
特
色
は
認
め
ら
れ
な
い
。

な
こ
と
む
す
び
の
も
と
す
え

五
十
嵐
篤
好
名
言
結
本
末
自
筆
稿
本
一
冊

「
聞
く
」
と
「
聞
か
す
」
、
「
遊
ぶ
」
と
「
遊「遊
び
」
、
「
め
づ
る
」
と
「
め
づ
ら
し
」
な
ど
、
語
原
を
同
じ
く
す
る
語
の
本
末
（
親
子
関
係
）

6



二
色
を
用
い
、
大
柄
な
字
体
で
書
き
典
雅
で
あ
る
。

む
と
べ
よ
し
か
す
ず
の
た
ま
く
じ

鴻
六
人
部
是
香
篶
能
玉
簸
自
筆
稿
本
二
冊

22 剛
五
十
嵐
篤
好
嵐
鎌
問
答
書
自
筆
稿
本
一
冊

五
十
嵐
篤
好
と
京
都
住
の
鎌
田
昌
言
と
の
間
に
応
酬
さ
れ
た
国
学
・
国
語
学
の
論
争
を
記
し
た
も
の
。
弘
化
二
年
二
八
四
五
）
六
月
か
ら

翌
三
年
十
一
月
に
至
る
四
往
復
の
う
ち
の
七
通
で
、
篤
好
の
分
は
、
墨
滅
や
書
込
み
の
多
い
乱
雑
な
も
の
で
、
下
書
き
ら
し
い
。
論
争
は
月
の

御
徳
の
事
、
善
悪
応
報
の
事
、
三
わ
け
（
未
然
、
現
在
、
過
去
）
三
ふ
り
（
正
、
反
、
譽
愉
）
の
事
、
濁
音
の
語
感
の
こ
と
の
四
条
を
め
ぐ
っ

て
行
な
わ
れ
る
。
鎌
田
昌
言
の
分
も
含
め
て
篤
好
の
自
筆
。

え
兇

五
十
嵐
篤
好
嵐
鎌
問
答
書
自
筆
稿
本
言

五
十
嵐
篤
好
と
京
都
住
の
鎌
田
昌
言
と
の
間
に
」

二
年
十
一
月
に
至
る
四
往
復
の
う
ち
の
七
通
で

偲
の
事
、
善
悪
応
報
の
事
、
三
わ
け
（
未
然
、
一

打
な
わ
れ
る
。
鎌
田
昌
言
の
分
も
含
め
て
篤
好
一

れ
て
い
る
。

お
と
く
に

六
人
部
是
香
二
八
○
六
’
一
八
六
三
）
は
山
城
国
乙
訓
郡
向
日
神
社
の
神
官
で
、
父
と
共
に
平
田
篤
胤
に
学
び
、
関
西
に
お
け
る
平
田
派

神
道
の
棟
梁
と
称
せ
ら
れ
た
人
。
歌
格
の
研
究
に
す
ぐ
れ
、
『
長
歌
玉
琴
』
の
著
者
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
本
書
は
そ
の
随
筆
を
集
め
た
書
で
、

学
文
・
国
学
・
言
霊
等
の
諸
項
を
論
じ
、
ま
た
古
語
を
考
証
し
て
い
る
。
安
政
二
年
二
八
五
五
）
の
序
を
附
し
て
出
版
さ
れ
た
板
本
の
原
本

で
、
奥
に
「
萬
延
元
申
年
四
月
勢
州
向
明
神
神
主
輯
者
蔵
板
主
六
人
部
美
濃
守
」
及
び
「
浄
覚
町
売
弘
人
加
賀
屋
善
兵
衛
」
と
記
さ

大
和
が
な
（
片
か
な
）
の
字
母
に
つ
い
て
の
従
来
の
謬
説
を
批
判
し
、
す
べ
て
字
音
に
基
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
し
て
、
正
し
い
字
母
を

示
す
。
ま
た
、
後
半
を
「
書
法
規
矩
」
と
題
し
て
、
筆
法
に
つ
い
て
の
諸
説
を
載
せ
る
。
つ
ま
り
前
半
は
国
語
学
（
文
字
論
）
書
で
、
後
半
は

書
道
（
入
木
道
）
論
書
で
あ
る
。
巻
末
に
「
安
政
三
丙
辰
年
九
月
吉
日
五
十
嵐
孫
作
篤
好
（
花
押
）
画
／
牧
田
重
兵
衛
殿
」
と
あ
る
。
墨
朱

大
和
が
な
（
片
か
な
）
の
字
母
に
つ
い
て
の
従
圭

可
。
ま
た
、
後
半
を
「
書
法
規
矩
」
と
題
し
て
、

●

書
館
に
そ
れ
ぞ
れ
一
本
を
蔵
す
る
。

を
論
じ
た
内
容
。
京
都
の
国
学
者
鎌
田
昌
言
の
も
と
に
送
っ
て
批
評
を
乞
う
た
も
の
で
、
昌
言
の
評
言
は
帖
紙
し
て
朱
で
書
込
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
自
筆
稿
本
の
浄
書
本
が
か
つ
て
東
大
附
属
図
書
館
に
蔵
さ
れ
て
い
た
由
で
あ
る
が
、
現
在
所
在
不
明
。
富
山
県
立
図
書
館
、
戸
出
町
立
図

五
十
嵐
篤
好
以
呂
波
正
義
伝
自
筆
稿
本
一
冊

五
十
嵐
篤
好
以
呂
波
正
義
伝
自
筆
稿
本

7



い
ず
も
の
く
に
の
み
や
つ
こ
か
む
よ
ど
と

別
堀
秀
成
出
雲
国
造
神
賀
詞
文
義
考
自
筆
稿
本
一
冊

25

絵
と
詞
と
を
交
互
に
配
列
し
て
巻
物
の
か
た
ち
に
し
た
「
絵
巻
」
は
、
日
本
独
特
の
絵
入
り
本
の
形
態
と
し
て
、
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉

時
代
に
か
け
て
発
達
し
た
が
、
室
町
時
代
か
ら
戦
国
時
代
に
い
た
り
、
そ
の
製
作
を
支
え
て
き
た
王
朝
貴
族
や
寺
社
の
財
政
的
逼
迫
と
と
も
に

衰
退
期
を
む
か
え
た
。
そ
れ
ら
在
来
の
注
文
主
を
失
っ
た
絵
師
た
ち
や
、
詞
書
を
書
い
て
い
た
下
級
貴
族
や
僧
侶
た
ち
は
、
新
し
い
注
文
主
と

し
て
当
時
の
新
興
階
級
で
あ
る
町
衆
や
地
方
大
名
ら
の
好
み
に
応
じ
て
、
室
町
時
代
物
語
（
お
伽
草
子
）
を
主
な
題
材
と
し
て
新
し
い
傾
向
の

作
品
を
生
み
だ
し
た
。
ふ
つ
う
こ
れ
ら
を
奈
良
絵
本
と
よ
ん
で
い
る
。

吉
岡
徳
明
二
八
二
九
’
一
八
九
八
）
は
江
戸
の
人
。
平
田
篤
胤
の
著
書
を
読
ん
で
天
台
宗
の
僧
籍
を
脱
し
、
平
田
派
の
国
学
者
と
し
て
一

家
を
成
し
、
明
治
維
新
後
は
太
政
官
御
用
係
を
勤
め
た
。
そ
の
著
『
古
事
記
伝
略
』
は
名
著
と
し
て
名
高
い
。
本
書
は
徳
明
が
み
ず
か
ら
編
ん

だ
選
集
で
、
明
治
一
一
十
二
年
の
皇
典
講
究
所
講
演
の
筆
記
な
ど
、
日
本
の
建
国
を
古
典
に
よ
っ
て
論
じ
、
国
学
の
立
場
を
説
い
た
論
説
六
篇
を

収
め
る
。
題
名
は
古
事
記
の
創
世
神
話
に
拠
る
。

奈
良
絵
の
名
称
の
由
来
は
明
ら
か
で
な
い
。
奈
良
で
産
せ
ら
れ
る
奈
良
扇
や
赤
膚
焼
の
茶
碗
の
絵
柄
と
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
の
命
名
だ
と

か
、
奈
良
の
春
日
神
社
や
東
大
寺
の
絵
所
や
、
絵
屋
町
（
現
在
の
元
林
院
町
）
の
絵
師
が
画
い
た
か
ら
だ
と
か
の
諸
説
が
あ
る
が
、
直
接
に
は

と
か
し
ひ
ろ
か
げ

堀
秀
成
二
八
一
九
’
一
八
八
七
）
は
江
戸
の
人
。
若
く
し
て
国
学
に
志
し
、
本
居
春
庭
門
下
の
俊
秀
富
樫
広
蔭
の
門
に
学
ん
だ
。
維
新
後

は
大
教
宣
布
に
尽
し
、
教
導
職
中
の
衆
望
を
荷
っ
た
。
落
合
直
文
の
師
で
あ
る
。
本
書
は
延
喜
式
所
収
の
「
出
雲
国
造
神
賀
詞
」
を
古
代
無
類

の
名
文
と
し
て
、
そ
の
文
章
の
格
を
分
析
解
明
し
た
も
の
。
明
治
十
一
年
八
月
二
十
八
日
起
筆
、
同
年
九
月
三
日
の
成
稿
で
あ
る
。

つ
の
〃
ふ
し
あ
し

吉
岡
徳
明
角
組
葦
自
筆
稿
本
六
冊

第
二
絵
巻
●
奈
良
絵
本
・
丹
緑
本
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邪
竹
取
物
語
絵
巻
三
軸
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵

巻
末
に
は
、
「
慶
安
己
丑
如
月
、
埼
山
老
侯
命
土
佐
広
通
・
広
澄
父
子
画
竹
取
物
語
図
絵
、
同
庚
寅
晩
冬
自
曼
珠
院
宮
詞
書
完
了
、
令
知
恭

敬
拝
受
了
」
と
の
識
語
が
付
さ
れ
る
。
慶
安
三
年
二
六
五
○
）
二
月
、
埼
山
老
侯
の
命
に
よ
り
住
吉
如
慶
（
広
通
）
・
具
慶
（
広
澄
）
親
子

た
ん
ろ
く
ぼ
ん

丹
緑
本
と
い
う
。

お
そ
ら
く
明
治
時
代
の
古
書
蝉
の
俗
称
が
起
源
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
。

奈
良
絵
本
の
最
も
初
期
の
形
の
一
つ
に
は
、
縦
十
五
セ
ン
チ
か
ら
二
十
セ
ン
チ
ま
で
の
、
民
芸
風
の
素
朴
な
泥
絵
を
画
い
た
「
小
型
絵
巻
」

ど
ろ
ま
に
あ
い

が
あ
る
。
後
に
こ
れ
を
横
長
の
冊
子
の
形
に
た
た
ん
で
、
紙
も
泥
間
似
合
紙
（
襖
の
表
に
用
い
る
よ
う
な
、
粉
っ
ぽ
い
や
や
灰
色
を
帯
び
た
紙
）

。
・
・
が
す
み

を
使
い
、
画
の
天
地
に
水
色
の
定
形
の
す
や
り
霞
（
横
に
た
な
び
く
雲
の
形
）
を
つ
け
た
の
が
、
典
型
的
な
奈
良
絵
本
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
は

受
注
生
産
品
だ
け
で
な
く
、
後
（
江
戸
時
代
前
期
）
に
は
書
騨
の
仕
入
れ
本
（
店
頭
販
売
品
）
と
し
て
多
量
生
産
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
、
絵
柄

も
簡
略
化
類
型
化
さ
れ
、
粗
製
の
も
の
が
多
い
。
一
方
、
か
つ
て
の
大
型
絵
巻
（
縦
三
十
セ
ン
チ
以
上
）
を
冊
子
化
し
た
縦
本
の
奈
良
絵
本
も
、

小
形
本
の
初
期
と
重
な
る
時
期
、
す
な
わ
ち
室
町
時
代
末
期
か
ら
江
戸
初
期
に
生
産
さ
れ
た
。
民
芸
風
の
も
の
も
あ
る
が
、
土
佐
派
ふ
う
の
華

麗
細
密
な
画
風
の
も
の
が
多
く
、
す
や
り
霞
に
金
銀
砂
子
を
散
ら
し
た
豪
華
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
後
に
は
横
本
に
吸
収
さ
れ
る
。

一
方
、
江
戸
時
代
初
期
、
元
和
・
寛
永
ご
ろ
か
ら
奈
良
絵
本
に
な
ら
っ
て
仮
名
草
子
や
浄
瑠
璃
本
な
ど
の
挿
絵
に
手
彩
色
し
た
木
版
本
が
生

産
さ
れ
た
。
主
に
丹
（
朱
色
）
と
緑
（
ほ
か
に
、
奈
良
絵
で
よ
く
用
い
ら
れ
る
金
箔
の
代
り
に
黄
色
、
他
に
茶
、
紫
な
ど
）
を
使
用
す
る
の
で

版
画
技
法
の
発
達
や
、
庶
民
婦
女
子
へ
の
需
要
層
の
拡
大
に
つ
れ
、
十
七
世
紀
中
ご
ろ
か
ら
十
八
世
紀
初
に
か
け
、
奈
良
絵
本
は
整
版
本
に

と
っ
て
代
ら
れ
、
丹
緑
本
も
姿
を
消
す
。
あ
た
か
も
そ
の
過
渡
期
に
あ
ら
わ
れ
た
の
が
、
奈
良
絵
横
本
を
ま
ね
て
印
行
さ
れ
た
絵
入
整
版
の
横

本
『
御
祝
言
御
伽
文
庫
』
二
十
三
篇
（
大
阪
、
渋
川
清
右
衛
門
版
）
で
あ
っ
た
。
室
町
時
代
の
短
篇
の
物
語
を
「
御
伽
草
子
」
と
称
す
る
の
は
、

こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
．
も
と
づ
く
の
で
あ
る
。
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”
熊
野
の
本
地
二
軸
（
本
文
・
絵
各
一
軸
）
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵

印
度
摩
訶
陀
国
の
善
哉
王
、
五
衰
殿
女
御
と
そ
の
王
子
を
主
人
公
と
す
る
熊
野
権
現
の
前
生
苦
難
物
語
。
本
文
は
江
戸
初
期
写
。
全
十
九
図
。

元
和
八
年
識
語
の
三
巻
本
（
天
理
図
書
館
蔵
）
と
同
系
統
で
、
冒
頭
の
本
地
を
語
る
姿
勢
の
記
述
に
関
し
て
は
、
後
の
丹
緑
本
に
の
み
踏
襲
さ

れ
て
い
く
が
、
全
般
的
に
諸
伝
本
の
中
で
も
独
自
で
古
態
を
有
し
て
い
る
。
絵
柄
は
古
雅
に
し
て
、
室
町
末
期
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
の
も

の
で
、
後
世
の
画
一
的
な
奈
良
絵
に
く
ず
れ
て
い
く
以
前
の
も
の
で
あ
る
。
本
文
と
絵
と
の
別
軸
仕
立
は
、
物
語
を
聞
き
な
が
ら
絵
面
を
見
る

と
い
う
、
当
時
の
物
語
の
享
受
の
様
相
を
う
か
が
わ
せ
て
く
れ
る
も
の
で
も
あ
る
。
（
当
館
撮
影
済
、
紙
焼
Ｅ
川
）

（
羽
～
洲
）
八
幡
宮
縁
起
（
三
種
）

が
絵
を
、
同
年
十
二
月
に
は
曼
珠
院
宮
良
尚
か
読
書
を
染
筆
し
た
．

住
吉
を
名
告
る
。
寛
文
十
年
没
、
七
十
二
歳
．
上
中
下
巻
各
六
図
。

同
年
士
一
月
に
は
曼
珠
院
宮
良
尚
が
詞
書
を
染
筆
し
た
と

平
安
時
代
初
か
ら
中
近
世
に
か
け
て
宇
佐
八
幡
や
石
清
水
八
幡
な
ど
の
八
幡
信
仰
が
盛
行
し
た
が
、
そ
れ
に
と
も
な
い
、
八
幡
縁
起
や
託
宣

記
が
数
多
く
作
成
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
は
他
の
神
社
縁
起
に
比
し
て
変
化
に
富
む
こ
と
を
特
徴
と
す
る
が
、
こ
こ
に
展
示
す
る
の
は
室
町
物
語
化

し
た
三
点
で
あ
る
。
内
容
は
八
幡
の
祭
神
応
神
天
皇
の
母
神
功
皇
后
の
一
二
韓
征
伐
を
冒
頭
に
お
き
、
道
鏡
事
件
に
お
け
る
和
気
清
麿
の
宇
佐
参

詣
、
行
教
和
尚
、
平
時
平
な
ど
に
関
す
る
託
宣
説
話
な
ど
で
あ
る
が
、
正
史
に
記
さ
れ
た
も
の
と
全
く
異
な
っ
た
、
中
世
ふ
う
の
奇
怪
な
物
語

羽
〔
八
幡
宮
縁
起
〕
一
軸

文
正
元
（
一
四
六
六
）
年
写
。
冒
頭
（
約
四
百
五
十
字
）
お
よ
び
中
間
（
約
壬
一
百
字
お
よ
び
図
一
図
）
欠
落
。
現
存
九
図
。
奥
書
に
「
奉

寄
附
／
大
日
本
国
周
防
国
吉
敷
郡
□
ロ
ロ
（
貼
紙
「
吉
敷
郡
秋
穂
郷
」
）
／
今
八
幡
大
菩
薩
御
宝
殿
者
也
施
主
心
中
／
求
願
一
々
皆
令
満
足
故

也
／
干
時
文
正
元
年
丙
辰
十
一
一
月
一
百
施
主
敬
白
」
と
あ
る
。
本
文
は
享
禄
四
年
二
五
三
）
絵
巻
（
『
神
道
物
語
集
』
所
収
）
と
同
類
。

記
事
の
出
入
や
順
序
の
異
同
は
な
い
。
絵
の
位
置
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

性
に
富
む
。

い
う
。
広
通
は
土
佐
光
吉
の
次
子
、
光
則
の
弟
、
後
西
院
の
勅
命
に
よ
り
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訓
布
袋
の
栄
花
二
軸
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵

魂
か
ら
い
と
二
冊

布
袋
（
唐
代
の
禅
僧
、
？
～
九
一
七
）
の
風
狂
の
生
涯
を
画
い
た
高
僧
伝
。
中
型
の
絵
巻
。
淡
彩
、
上
下
巻
各
五
図
。
各
画
面
に
「
探
幽
正

筆
（
印
）
」
と
あ
る
。
狩
野
探
幽
二
六
○
二
’
一
六
七
四
）
の
直
筆
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
漢
画
風
の
描
法
は
狩
野
派
の
も
の
と
お
ぼ

し
く
、
当
館
蔵
『
十
六
夜
物
語
』
と
類
似
し
、
同
系
の
工
房
で
成
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
本
文
は
一
部
分
に
親
本
の
錯
簡
を
そ
の
ま
ま
写
し
た

所
が
あ
る
が
、
現
存
諸
本
と
も
大
差
は
な
い
。
『
室
町
時
代
物
語
集
』
第
四
に
青
山
容
三
氏
蔵
本
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
絵
の
位
置
は
同
本
と

ほ
ぼ
一
致
す
る
が
図
柄
は
全
く
異
な
り
、
む
し
ろ
同
集
（
戦
後
版
）
付
載
の
三
浦
家
蔵
絵
巻
の
写
真
を
思
わ
せ
る
。
（
当
館
撮
影
済
。
紙
焼
Ｅ
Ⅷ
）

江
戸
時
代
前
期
写
大
型
絵
本
。
上
六
面
、
下
六
面
の
住
吉
派
ふ
う
の
絵
入
。
内
容
は
戦
前
の
国
定
教
科
書
に
も
と
ら
れ
た
有
名
な
孝
行
認
。

木
曽
義
仲
の
家
来
手
塚
太
郎
の
娘
、
唐
糸
の
前
は
頼
朝
に
仕
え
て
い
た
が
、
父
の
命
に
よ
り
、
主
君
の
敵
と
な
っ
た
頼
朝
を
刺
そ
う
と
し
て
失

別
八
幡
大
菩
薩
御
縁
起
二
軸

承
応
二
二
六
五
三
）
年
写
。
上
巻
六
図
、
下
巻
四
図
。
奥
書
に
「
承
応
弐
年
巳
九
月
吉
祥
日
／
頼
尊
写
早
／
大
安
寺
村
市
兵
衛
」
と
あ
る
。

箱
に
「
八
幡
御
縁
記
／
大
安
寺
縁
記
」
と
あ
り
、
も
と
大
安
寺
縁
起
と
と
も
に
あ
っ
た
も
の
が
、
大
安
寺
縁
起
は
失
わ
れ
た
も
の
。
箱
の
表
お

よ
び
底
、
各
巻
の
袖
に
「
坂
井
吉
兵
衛
」
と
所
蔵
者
の
名
を
記
す
。
本
文
は
享
禄
四
（
一
五
三
二
年
絵
巻
の
系
統
で
あ
る
が
、
上
巻
に
神
功

皇
后
に
天
照
大
神
が
葱
き
、
託
宣
を
下
し
た
記
事
を
有
し
、
下
巻
は
記
事
の
順
序
を
異
に
γ
る
ほ
か
、
一
部
に
天
正
十
八
年
宇
佐
八
幡
宮
縁
起

（
『
神
道
物
語
集
』
に
翻
刻
）
と
同
文
を
有
す
る
。
絵
は
極
端
に
省
略
し
た
形
で
か
か
れ
て
い
る
．

（
『
神
道
物
語
集
』
に
翻
刻
）
と
同
文
を
有
す
る
。
絵
は
極
端

別
八
幡
の
御
本
地
三
冊
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵

承
応
二
年
山
本
長
兵
衛
版
。
上
十
、
中
六
、
下
七
面
の
彩
色

承
応
二
年
山
本
長
兵
衛
版
。
上
十
、
中
六
、
下
七
面
の
彩
色
（
四
色
）
絵
入
。
本
文
は
享
禄
四
年
絵
巻
の
系
統
で
あ
る
が
、
か
な
り
頽
れ
て

い
る
。
末
尾
に
約
百
字
の
記
事
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
『
室
町
時
代
物
語
集
』
第
一
に
翻
刻
。
八
幡
本
地
の
版
本
は
こ
れ
一
版
で
あ
る
。
同
版

は
大
谷
大
と
京
都
大
に
あ
る
。
な
お
、
明
治
期
の
後
刷
が
あ
る
。
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が
嫁
入
り
の
際
、
床

脇
ほ
う
み
や
う
童
子

斜
ひ
お
け
の
さ
う
し
二
冊

35
敗
、
石
牢
へ
幽
閉
さ
れ
る
。
唐
糸
の
子
、
万
寿
姫
は
母
を
救
お
う
と
苦
心
の
末
、
頼
朝
の
前
で
舞
っ
た
舞
の
褒
賞
と
し
て
唐
糸
を
許
し
て
も
ら

い
、
郷
里
へ
帰
る
。
御
伽
草
子
二
十
三
冊
の
ひ
と
つ
と
し
て
広
く
流
布
し
た
。
本
文
は
版
本
の
写
し
と
思
わ
れ
、
絵
柄
も
版
本
と
類
似
。
こ
の

本
の
よ
う
に
、
鳥
の
子
紙
に
金
泥
で
下
絵
を
画
き
、
絵
に
も
金
銀
を
多
く
用
い
た
豪
華
本
を
俗
に
「
嫁
入
本
」
と
称
す
る
。
大
名
や
富
豪
の
娘

が
嫁
入
り
の
際
、
床
の
間
の
棚
飾
り
用
と
し
て
持
参
し
た
た
め
で
あ
る
。

江
戸
時
代
前
期
写
大
型
奈
良
絵
本
。
上
七
面
、
中
八
面
、
下
六
面
の
絵
入
。
念
仏
功
徳
説
話
。
天
竺
ち
や
う
ろ
く
に
住
む
法
明
童
子
は
、
貧

し
い
母
を
救
う
た
め
進
ん
で
人
買
い
に
身
を
売
る
。
そ
し
て
檀
毘
梨
長
者
の
一
子
の
身
代
り
に
大
蛇
の
生
贄
に
立
つ
が
、
唱
え
た
念
仏
の
功
徳

で
救
わ
れ
、
親
王
の
位
に
昇
り
、
母
と
再
会
し
て
大
王
と
な
り
、
末
は
極
楽
往
生
を
と
げ
た
。
本
文
は
天
理
図
書
館
蔵
「
い
け
に
え
物
語
」

（
『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
第
二
に
翻
刻
）
お
よ
び
岩
瀬
文
庫
蔵
奈
良
絵
本
（
上
中
の
み
存
）
に
近
く
、
や
や
誤
字
が
多
い
。
他
に
版
本
（
寛

文
八
年
版
が
『
室
町
時
代
物
語
集
』
第
四
に
翻
刻
）
が
五
種
あ
り
、
古
浄
瑠
璃
の
正
本
が
あ
る
が
、
別
文
。

江
戸
時
代
初
期
（
寛
永
ご
ろ
）
写
奈
良
絵
横
本
。
上
四
面
、
下
三
面
、
絵
は
や
や
佳
品
。
妬
婦
講
の
一
種
。
翁
が
愛
玩
す
る
火
桶
を
嘔
が
ね

た
み
、
留
守
中
に
割
っ
た
。
帰
っ
て
き
た
翁
は
教
訓
讃
を
種
々
語
っ
て
幅
を
い
ま
し
め
る
。
引
用
さ
れ
た
種
々
の
説
話
が
興
味
深
い
。
本
文
は

丹
緑
本
（
古
典
文
庫
『
未
刊
中
世
小
説
』
三
に
翻
刻
）
と
ほ
ぼ
同
じ
。
鴻
山
文
庫
旧
蔵
。
同
種
の
写
本
が
米
沢
市
立
図
書
館
（
上
の
み
）
に
あ

り
、
か
っ
て
高
野
辰
之
氏
、
有
馬
秀
雄
氏
ら
も
所
蔵
し
て
居
ら
れ
た
。

、
か
っ
て
高
野
辰
之
氏
、
有
馬
秀
雄
氏
ら
も
所
蔵
し

江
戸
時
代
初
期
写
奈
良
絵
横
本
。
絵
は
細
密
に
し
て
や
や
佳
品
。
上
六
図
、
下
二
図
。
冷
泉
堀
河
中
納
言
の
姫
君
と
大
納
言
み
ち
た
か
の
子

少
将
と
の
悲
恋
物
語
。
題
名
は
物
語
後
半
の
舞
台
近
江
国
志
賀
（
滋
賀
県
滋
賀
郡
）
に
因
む
。
本
文
は
久
原
氏
住
吉
別
邸
旧
蔵
本
（
戦
災
焼
失
、

古
典
文
庫
『
室
町
時
代
物
語
』
二
に
翻
刻
）
と
ほ
ぼ
同
じ
。
松
本
隆
信
博
士
が
「
某
氏
旧
蔵
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
二
冊
本
に
、
よ
り
近
い
。

し
が
物
語
二
冊
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵

三

冊
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髄
住
吉
本
地
三
冊
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵

江
戸
時
代
前
期
写
奈
良
絵
本
。
も
と
十
五
図
あ
っ
た
が
現
在
は
六
図
の
み
存
。
本
文
も
六
丁
分
脱
落
。
住
吉
神
社
（
大
阪
市
住
吉
区
）
の
霊

験
説
話
集
。
本
地
と
は
通
例
神
仏
の
前
生
物
語
を
い
う
が
、
縁
起
識
や
霊
験
記
の
類
を
呼
称
す
る
こ
と
も
あ
る
。
本
書
の
他
の
伝
本
に
は
慶
応

大
（
横
山
重
氏
旧
蔵
）
に
一
二
冊
の
写
本
（
未
完
成
品
か
。
『
室
町
時
代
物
語
集
』
第
五
に
翻
刻
）
が
知
ら
れ
る
。
『
未
刊
中
世
小
説
解
題
』
『
室

町
時
代
物
語
集
』
第
五
解
題
参
照
。
（
当
館
撮
影
済
、
紙
焼
Ｅ
剛
）

町
時
代
物
語
集
』
第
五
解
題
参
照
。
（
当
館
撮
影
涜

訂
女
正
草
子
三
冊
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室

冊
横
笛
草
紙
二
冊
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室

奈
良
絵
横
本
。
『
平
家
物
語
』
巻
十
や
『
源
平
盛
衰

御
伽
草
子
二
十
三
篇
の
一
つ
。
本
文
は
明
暦
四
年
刊

た
い
し
よ
く
わ
ん

測
大
職
冠
三
冊
東
京
犬
学
国
文
学
研
究
室
蔵

大
職
冠
藤
原
鎌
足
の
栄
華
を
《
興
福
寺
本
尊
釈
迦

曲
の
中
で
、
本
曲
は
上
演
回
数
が
最
も
多
く
、
当
時

横
笛
草
紙
二
冊
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室

巻
十
や
『
源
平
盛
衰

興
福
寺
本
尊
釈
迦

竜
谷
大
に
奈
良
絵
本
（
下
巻
の
み
）
が
あ
る
が
、
本
文
、

住
吉
本
地
三
冊
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵

鹿
島
地
方
に
伝
わ
る
塩
作
り
の
栄
達
伝
説
を
材
と
し
、
富
貴
長
者
と
立
身
出
世
と
い
う
室
町
時
代
の
衆
庶
の
夢
を
よ
く
描
く
御
伽
草
子
。
祝

儀
性
の
濃
い
物
語
で
、
享
受
者
に
尊
ば
れ
、
従
っ
て
伝
本
も
多
い
し
、
い
わ
ゆ
る
御
伽
草
壬
一
士
二
編
の
目
録
の
第
一
番
目
に
配
さ
れ
た
栄
誉

（
祝
）

を
担
う
。
上
六
図
、
中
下
各
四
図
。
本
文
は
寛
永
頃
刊
の
丹
緑
本
系
統
の
も
の
だ
が
、
下
巻
末
尾
は
他
本
に
比
し
て
独
自
で
、
「
御
い
わ
ゐ
の

（
座
敷
）
（
草
子
）
（
番
）
（
革
子
〉
（
銃
）

さ
し
き
に
て
は
此
さ
う
し
を
一
は
ん
に
御
癖
し
て
、
さ
て
い
つ
れ
の
さ
う
し
成
と
も
御
よ
み
ぁ
る
へ
し
」
と
あ
る
が
、
江
一
戸
時
代
鼠
俗
と

も
な
っ
た
祝
言
の
行
事
で
あ
る
正
月
の
草
子
読
み
初
め
の
状
況
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
興
趣
あ
る
。
横
形
本
で
、
も
っ
と
も
よ
く
見
ら
れ
る
奈

良
絵
本
で
あ
る
。
江
戸
前
期
（
寛
文
頃
）
の
も
の
。
（
当
館
撮
影
済
。
紙
焼
Ｅ
肌
）

良
絵
本
で
あ
る
。
江
戸
前
期
（
寛
文
頃
）
の
も
の
。
垂蔵記

』
巻
一
二
十
九
の
、
斎
藤
滝
口
時
頼
と
に
仕
え
る
女
房
横
笛
と
の
悲
恋
物
語
。

本
文
は
明
暦
四
年
刊
本
や
渋
川
版
と
同
じ
。
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
（
王
堂
）
旧
蔵
本
。

如
来
の
眉
間
宝
珠
の
由
来
證
を
軸
に
し
て
語
る
作
品
。
室
町
時
代
の
芸
能
で
あ
る
幸
若
舞

最
も
多
く
、
当
時
人
気
の
あ
っ
た
も
の
と
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
舞
曲
台
本
を
読
み
物
と
し
て
享
受
さ
れ
る
よ

絵
と
も
や
や
異
る
。
（
当
館
撮
影
済
。
紙
焼
Ｅ
棚
）

い
わ
ゆ
る
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馴
松
花
和
歌
集
巻
第
四
一
軸

元
徳
三
年
二
三
三
二
頃
の
成
立
で
為
世
門
の
四
天
王
の
一
人
浄
弁
の
撰
か
と
も
さ
れ
る
本
集
は
、
当
時
の
二
条
派
の
私
撰
集
と
し
て
注

意
さ
れ
る
が
、
従
来
は
巻
一
（
春
）
・
五
（
恋
上
）
の
両
巻
と
若
干
の
断
簡
（
計
約
一
三
○
首
）
し
か
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
今
回
当
館
蔵

と
し
て
展
観
す
る
新
出
巻
四
（
冬
部
六
六
首
）
は
、
そ
の
意
味
で
注
目
さ
れ
よ
う
。
江
戸
期
な
が
ら
恐
ら
く
祖
本
に
忠
実
な
書
写
。
元
来
は
冊
子

本
で
あ
っ
た
か
と
も
思
わ
れ
る
。
奥
書
・
識
語
は
な
い
が
、
蔵
書
印
に
よ
れ
ば
冷
泉
家
旧
蔵
。

40

幸
若
舞
曲
「
し
づ
か
」
を
読
み
も
の
と
し
て
奈
良
絵
横
本
に
し
、
そ
れ
を
後
人
が
屏
風
に
仕
立
て
た
も
の
。
各
隻
四
段
に
横
に
貼
り
続
け
て

あ
る
。
本
文
は
貼
り
違
い
は
あ
る
が
完
存
。
絵
は
一
部
欠
。
奈
良
絵
本
は
江
戸
時
代
初
期
の
写
。
屏
風
に
仕
立
て
た
の
は
さ
ほ
ど
古
く
な
い
。

内
容
は
義
経
の
愛
人
静
が
京
都
で
下
女
の
密
告
で
捕
わ
れ
、
鎌
倉
へ
護
送
さ
れ
て
、
産
ん
だ
義
経
の
子
は
梶
原
の
策
謀
で
海
へ
投
げ
棄
て
ら
れ

て
殺
さ
れ
る
な
ど
の
悲
し
み
に
あ
い
、
鶴
岡
八
幡
宮
の
社
頭
で
「
し
づ
や
し
づ
．
．
…
・
」
の
朗
詠
を
し
な
が
ら
夫
義
経
を
し
の
ぶ
舞
を
ま
う
有
名

な
話
で
あ
る
が
、
義
経
記
の
説
話
と
は
か
な
り
異
る
。
本
篇
中
に
五
戒
と
か
源
氏
物
語
巻
名
の
名
寄
せ
と
か
、
伊
勢
物
語
の
秘
事
（
『
伊
勢
物

語
難
義
注
』
に
見
え
る
）
な
ど
の
挿
話
を
入
れ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

う
に
双
紙
化
し
た
、
い
わ
ゆ
る
舞
の
本
の
一
つ
。
上
中
下
各
五
図
。
江
戸
前
期
に
流
行
し
た
奈
良
絵
横
形
本
で
、
奈
良
絵
本
仕
立
は
、
御
伽
草

子
の
物
語
類
ば
か
り
で
な
く
、
室
町
期
以
前
の
王
朝
の
物
語
や
、
こ
う
し
た
幸
若
舞
曲
の
作
品
に
も
よ
く
見
ら
れ
る
。
な
お
、
当
該
本
に
は
、

後
代
の
補
修
改
装
の
時
に
、
各
巻
冊
の
表
紙
と
本
文
料
紙
と
が
交
錯
し
た
現
象
が
見
ら
れ
る
。
現
行
の
題
策
の
〔
上
〕
と
〔
中
〕
は
互
い
に
い

、
あ
ま

れ
か
わ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
物
語
と
同
材
の
作
品
に
謡
曲
の
「
海
士
」
、
近
松
門
左
衛
門
の
浄
瑠
璃
が
あ
る
。

し
よ
う
か
わ
か
し
ゅ
う

し
づ
か
奈
良
絵
本
貼
付
屏
風
一
双

第
三
そ
の
他
の
貴
重
書
か
ら
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44 

展
示
部
分
に
は
「
鈴
木
義
三
治」

「
牧
之」

と
馬
琴
の
友
人
鈴
木
牧
之
の
名
が
見
え
て
い
る。

あ
っ
た
袋
で
あ
る。

本
来
の
表
紙
は
黄
色
の
厚
紙
で
あ
る。

全
八
編

十
六
夜
日
記
の
一

伝
本。

江
戸
時
代
写。

小
川
涛
一

氏
が
昭
和
十
四
年
に
記
さ
れ
た
末
尾
の
解
説
に
言
う
通
り、

万
治
二
年
刊
本
に
近
く‘

字
体
の
一

致
す
る
部
分
も
多
い
が、

淡
彩
挿
図
九
面
を
有
す
る
点
で
興
味
深
い。

万
治
版
本
に
あ
る
四
面
の
挿
図
は、

い
ず
れ
も
類
似
の
構
図

で
本
書
に
見
え、

今
回
展
観
す
る
東
大
本
「
布
袋
の
栄
花」

と
色
調
・

描
法
が
近
い
の
も
注
意
さ
れ
る。

但
し
そ
れ
ら
は
元
来
現
位
置
に
あ
っ

た
の
で
は
な
く、

小
川
氏
が
下
帖
の
脱
葉
を
万
治
版
本
に
よ
っ
て
補
写
さ
れ
た
時
に、

元
来
挿
図
を
予
定
し
て
白
紙
と
し
て
あ
っ
た
面
に
貼
込

ま
れ
た
も
の
で
あ
る。

上
野
氏
旧
蔵。

こ
う
し
ょ
（
い
ち
だ
い
お
と
こ

43

好
色
一

代
男

八
巻
一

冊

井
原
西
鶴
著

刊
記
は
「
天
和
二
戌
年
陽
月
中
旬

大
坂
思
案
橋
荒
砥
屋
孫
兵
衛
可
心
板」
、
一

冊
に
�
装
合
綴。

左
端
下
の
鼠
害
部
分
を
除
い
て
虫
損
汚

損
が
全
く
な
く、

保
存
極
め
て
良
好
で
あ
り、

荒
砥
屋
版
中
摺
の
も
っ
と
も
早
い
も
の。

巻
四
の
二
十
二
丁
が、

二
枚
あ
る
こ
と
（
複
丁）
、

各
巻
最
終
丁
の
襄
の
す
べ
て
に、

柱
刻
な
ら
ぴ
に
匡
郭
が
あ
る
こ
と、

他
本
に
比
し
て、

字
高
・

匡
郭
の
寸
法
が
や
や
大
で
あ
る
こ
と
等、

本

書
の
特
徴
で
あ
る。

な
か
で
も
本
文
中、

書
体
・

字
の
大
小、

直
斜
等
に
お
い
て、

異
和
感
が
あ
る
部
分
の
墨
色
が
こ
と
な
り、

入
木
と
想
定

さ
れ
る
が、

こ
れ
は
他
の
刷
で
は
う
か
が
う
こ
と
の
で
き
な
い
現
象
で
（
中
村
幸
彦
博
士
は
「
試
め
し
刷」

「
校
正
刷」

と
い
わ
れ
る）
、

本

．

．

．

 

書
の
他
に
類
例
を
み
ぬ
う
ぶ
さ
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
る。

蘇
即
畔細
叫
耳
缶

曲
亭
馬
琴

二

七
六
七
ー
一

八
四
八
）

が
文
政
七
（
一
八
二
四）

年
か
ら
天
保
二
(
-

八
三
一
）

年
に
か
け、

毎
年
ほ
ぽ
一

編
づ
つ
刊
行
し

た
続
き
も
の
合
巻
で
あ
る。

毎
頁
に
あ
る
挿
絵
は
当
時
の
浮
世
絵
師、

埃
斎
英
泉
の
手
に
な
っ
た。

内
容
は
中
国
小
説
『
西
遊
記』

を
讃
岐
の

金
毘
羅
の
利
生
諏
に
つ
く
り
か
え
た
も
の
で
あ
る。

各
編
ゅ
は
じ
め
に
付
さ
れ
て
い
る
色
刷
絵
入
り
の
部
分
は
各
編
を
売
出
し
た
時
に
収
め
て

42 

い
ざ
よ
い
も
の
が
た
り

十
六
夜
物
語

上
下

曲
亭
馬
琴
著

二
帖
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